
連続ドラマ 作品タイトル

『夏の月』

８月３１日、私の初恋は、なかったことになる。
私の記憶からも。

〈企画概要〉

研究が大好きで、自然や宇宙などいろんな事に興味津々なソラ。

何でも自分で調べてしまうソラだが、『恋』だけはまだ知らない。

ある日、家の近くの竹藪に墜落した緑色の光を追って行くと、
不思議な美青年・カグヤと出会う。

地球について学ぶために月から来たというカグヤと、
カグヤを研究したいソラ。

お互いを研究し合うことを決め、共に時間を過ごすことになる。
初めはただの研究対象だったカグヤに、少しずつ惹かれていくソラ。

……しかしカグヤには、大きな秘密があった。
それは8/31に月へ帰る事、
そして最後は、自分との記憶を、彼女の中から消さないといけない。

これは宝物のようなひと夏の恋を描く、令和版「竹取物語」

たとえ記憶から消える恋だったとしても、
あなたは相手を愛することができますか？



企画のポイント

①令和の時代に描く「竹取物語」で、
世界に通用するドラマへ。

日本人には馴染み深い古典名作「竹取物語」。
近年では故・高畑勲監督が「かぐや姫の物語」として取り上げ、
国内だけでなく世界からも注目を集めました。

今回はかぐや姫を祖母にもつカグヤが地球に訪れるというユニー
クな設定にし、
名作を現代版にアップデートした、
新鮮さと現代性を与えた新しい純愛物語となるでしょう。

②絶対に叶わない、記憶にも残らない、
それでも恋をしてしまう切なさ。

１４歳の少女に訪れたのは、初めての、そして運命の恋。
普段は自然の中を駆け回り、
研究ばかりしている恋に無頓着だったソラ。
そんな彼女が、はじめての恋心に戸惑いながらも、勇気を出して
一歩ずつ進んでいく姿を、私たちは応援したくなるでしょう。

③「カグヤ」というキャラクターで、
女性視聴者をキュンキュンさせます。

かぐや姫なのに、『男』である今回の竹取物語。
彼はＫＰＯＰアイドルのような見た目のTHE・美男子だが、
宇宙人なのに人間より情緒があったり、
古典に詳しかったりと古風な魅力を持ち合わせる。
和歌が好き、自然が好きで、花を見て「いとおかし」と涙する。
そんな地球人のイケメンとは違う、
一癖二癖もある月のイケメンが、女性視聴者を魅了します。

主人公たちの恋の行方から目が離せない
毎週必ず１度はキュンとするドラマをご提案します！



登場人物紹介

前園ソラ（１４） 

種子島に住む中学3年生の女の子。
「研究」が大好き。図鑑がバイブル。
自然、生物、宇宙、と様々な理系分野に興味がある。
なんでも物知りなソラが唯一知らないことがあった。

それは、恋。恋愛ものが出てくる古典では赤点を取る始末。
父親はロケットの事故で他界。母親はJAXAの職員。

カグヤ（？） 
月の王族（月棲人）。祖母がカグヤ姫。絶世の美男子。
地球人について学ぶために地球へやって来た。カグヤが月へ帰る時
は、地球で知り合った人々の記憶からカグヤが消える。写真からも
姿は消える。かぐや姫が伝えた日本文化が月に広まった影響で古典
文化だけは習得している。

髪の毛と右腕は緑色。睡眠時や動揺した時だけはマリモ姿になった
り、所々地球人らしからぬ箇所がある。

前園春（３８）
ソラの母親。
夫を亡くしながら仕事と子育てを両立してきたスーパーウーマン。 
JAXAに所属。
過度に人に関わることはせずクールな性格だが、娘は溺愛。服装に
興味がない。

三宅美沙（２９）
春の妹。美容師。姉と違ってミーハー。

姉とソラは変人だと思っているが、自分の芯がある点をリスペクトしている。
春が家にいない間、たまにソラの世話をしにきてくれる

上木スティーブン五郎（３６） 
JAXAに派遣された上席研究員。その正体は昔かぐや姫に会った帝。原作では不老
不死の薬は断ったと書いてあるが、実際は薬を飲んで死なない身体を手に入れた。
この終わらない命を終わらせるべく、カグヤのような「月棲人」の研究に生涯を
捧げている。

中松心美（ここみ）（１４） 
ソラの幼い頃からの親友。流行に敏感でアイドルが好き。
勉強は全くで出来ないが、明るい性格からとにかく異性からモテる。

前園賢（３５）
ソラの父親。過去ロケット事故で亡くなっている。
研究オタクで、今のソラの原型を作ったような人。

サバサバした春とは真逆で、人垂らしで、季節の情緒などを大切にしていた。



夏の月全体構成

メインキャラクター

前園宇宙（14） 鹿仙中学校3年生。
カグヤ　（？） 月から来た宇宙人。

中松心美（14） ソラのクラスメイト。
前園春　（38） ソラの母。JAXA職員。
三宅美沙（29） 春の妹。美容師。
笹野修介（35） 理科教師。ソラの担任。
持田麻弥（42） 国語教師。
前園賢　（35） ソラの父。亡くなっている。
上木スティーブン五郎（36） JAXAに派遣された上席研究員。その正体は昔かぐや姫に会った
帝。「月棲人」の研究に人生を賭けている。

第1話：＃私の自由研究

＃1私の自由研究

鹿仙中学校に通うソラは「研究」が大好き。自然、生物、宇宙、と様々な理系分野に興味があり、

知識も大学教授が舌を巻くレベル。しかしそんな何でも物知りなソラに、唯一知らないことがあっ

た。それは、恋。理系分野はテストで満点だけれども、恋愛についての問いが出てくる古典では

赤点を取る始末。母親はJAXAの職員で今はロケット発射プロジェクトで家をあけていた。そんな

ソラは、夏休みの自由研究を何にしようか、クラスでたった一人、真剣に悩んでいる。「朝顔の研

究」「天体観測」どのテーマを選んでも、すでに答えが出ている幼稚なものばかり。そんな中、地

球に墜落した発光する緑の物体を追いかけていくと、ソラは不思議な青年・カグヤと出会う。研究

好きのソラにとって念願の宇宙人！カグヤを研究すればノーベル賞を取れるかもと、カグヤを自

由研究のテーマに決めるソラだったが…。

第2話：＃恋人って何？

美紗にカグヤを目撃されたソラは、咄嗟に「恋人」と嘘をつく。男を家に泊めているのかと呆れる

美紗だが、あの研究一筋の変人な姪が恋に目覚めたことを純粋に喜び「不健全な事は絶対しな

い事」と約束させ、カグヤを泊めるのを許可してくれた。美紗に監視される中、恋人らしく振る舞わ

ないとと焦るソラ。カグヤは辞書や本を読み漁り「恋人について調べた」とノートにまとめたリスト



を見せる.「①友達に紹介②お揃いアイテム③見つめ合う④手を繋ぐ」等が書いてある。こんなの

無理！と拒むソラだが、「地球人を研究したい」とカグヤに頼まれ、しぶしぶ協力することに。心美

にカグヤを紹介したり、ペアアイテムを買ったり、見つめ合ったり。最後、カグヤがソラの手を繋

ぐ。胸が高鳴り、鼓動が速くなり、初めての感覚に戸惑うソラ。「ソラ、何か感じるか」と尋ねるカグ

ヤに対して「…別に」と強がるソラ。しかしそれではカグヤの研究のためにならないと思い直し「心

拍数と体温上昇、あと胸が痛い」と症状を説明。「それは興味深い」と笑うカグヤにキュンとなるソ

ラ。

一方JAXAの会議室では、種子島の竹藪で目撃された『謎の緑の球体』について緊急会議が行

われている。上木の口から「月棲人」という言葉が出て……。

第3話：＃カグヤの秘密

　カグヤとソラが本当にカップルなのかと疑う心美は、Ｗデートを持ちかける。美紗は初めてデー

トするソラのために、カグヤの髪を切り、服を選んで変身させる。デート当日、芸能人並にキラキ

ラしたカグヤが登場。心美の連れてきた彼氏・大和は対抗心を燃やす。カグヤに勝とうとして、心

美の目を盗んでソラを口説く大和。「心美の彼氏なのに最低！」とソラが拒否すると、大和は豹

変。ソラに乱暴しようとするところをカグヤが助けてくれる。助ける際、人間離れした能力を使う姿

を大和に見られてしまったカグヤ。カグヤは大和のおでこに手を当て、一連の記憶を消した。

「今、何したの…？」と尋ねるソラに「僕は人間から記憶を消す能力がある」とカグヤ。もしかした

ら危険な生き物なのかもしれない…とカグヤが恐ろしくなるソラ。

そんな２人の横を、JAXAに来ていた上木とその部下たちが通り過ぎて行く。「この辺りで間違い

ないのか」と尋ねる上木に、「ええ、多数目撃者が出ています」と部下。「マリモのような見た目、

発光性のある生き物……あの時と同じだ」と呟く上木。そして「見つけ次第捕獲だ」と指示を出し、

去って行く。

第4話：＃JAXAへ

　図書館で辞書片手に竹取物語を読むソラ。カグヤに関するヒントが無いか調べている。館内に

国語教師の麻弥を見つけ、声をかけるソラ。「先生、かぐや姫は記憶を消されて月に戻るんです

よね。その逆って有り得ます？」と尋ねるソラ。「フィクションだからね」と笑う麻弥。そんな中春が

一時的に家に戻って来てカグヤと鉢合わせしてしまうが、恋人だと誤魔化して切り抜けるソラ。春

は「今週末打ち上げ実験があるから、みんなでJAXAに見学においで」と言いまた仕事へ戻って



行く。「JAXAに行ってみたい」と言うカグヤだったが、「未確認飛行物体がJAXA訪問したら捕まる

でしょ！」と止めるソラ。そして週末、JAXAに向かうソラ。しかし行きの電車の車内で、明らかに変

装できていないカグヤが。仕方なく2人でJAXAに向かうことに。ロケットの発射実験を目の当たり

にして「地球人は本当に凄い！」と大興奮のカグヤ。しかしそんなカグヤを、じっと見つめる１つの

視線、それは上木。まるで恋い焦がれるようにカグヤを見つめる上木。「……そっくりだ、あの人

に」

第5話：＃月棲人

　打ち上げ実験が終わり、帰ろうとしたところを上木に止められるソラとカグヤ。上木はカグヤに

興味津々。出身は？両親は？ハーフ？その緑の腕と髪は？などと質問攻め。上手く誤魔化して

いたカグヤだが、上木からの「和歌は好きか」という質問につい「大好きです」と答えてしまう。「…

君、月棲人だな」と上木に腕を掴まれ、動揺したカグヤはその場でマリモになってしまう。ソラは慌

ててマリモを腕に抱くと、駆け出して行く。「捕まえろ！」と上木が指示を出し、部下達がソラを追

う。騒ぎを聞きつけた春が、事情も分からないままソラ達を助けてくれる。「一体何？何で追われ

てるのよ」と春。ソラは手に抱いたマリモを見せ、これまでの経緯を打ち明ける。春は驚くが、必死

になって説明するソラのことを信じてくれた。娘のために黙っていてあげると約束し「その代わり、

今度そのカグヤって子をちゃんと私に紹介すること」「え？」「娘の彼氏、親が気にするのは当然

でしょ」と笑う春。「彼氏じゃないけど……」とモゾモゾ。そしてソラ達はJAXAを脱出した。

自宅は上木が部下を既に送り込んでいそうだからと、春に教えてもらった空き家に移動するソラ。

そこは大自然の中にあるロッジで、最低限の家具と食料が揃っていた。しばらく2人で過ごすこと

になったソラとカグヤ。そしてカグヤは「ソラに黙っていたことが2つある」と切り出す。「1つ目。僕

は8/31に月へ帰ること。2つ目は…」言いにくそうにするカグヤ。「月に帰る前に、僕と関わった全

ての人間から、僕の記憶を消さないといけないこと」

第6話：＃忘れないで

　カグヤとの記憶を消されてしまうと聞いて大きなショックを受けるソラ。「ソラの研究を台無しにし

てしまって申し訳ない」と謝るカグヤだったが、「研究なんて…」と放心状態のソラ。「何この感情。

なんでこんなに苦しいの？」。そして感情はどんどん悪い方向へ。もし上木がカグヤを捕まえた

ら、カグヤは月に帰ることなく、ずっと地球にいてくれるのではないか？と思い始めるソラ。一方

JAXAでは春が上木からの尋問を受けていた。「娘さんと一緒にいた男は月棲人。娘さんが危険

だ、居場所を教えなさい」しかし春は何の事かとぼける。すると上木は、自分が過去にかぐや姫

に会った「帝」であり、竹取物語の作者だと打ち明ける。「かぐや姫との記憶を消さない代わりに、



私は不老不死の薬を飲むことを選んだ。だから私は月棲人に聞きたいのだ。この命を終わらせる

方法を」

ロッジでは、思い詰めた表情のソラがカグヤに迫る。「2つから選んで。今この場で私の記憶を消

して、私の目の前からいなくなるか。私の記憶を消さずに、JAXAに戻るか」。カグヤはしばらく悩

んだのち「いずれ月に帰ると分かっていても、今ソラの記憶が消えるのは嫌だ」と言い、JAXAに

戻る方を選ぶ。その答えを聞いたソラは、泣き崩れる。「ここにいてよ……今だけは私のこと、忘

れないで」そんなソラを優しく抱きしめるカグヤ。

第7話：＃月が綺麗ですね

　カグヤへの想いに気付いたソラ。残された短い時間の中で、精一杯カグヤとの思い出を作ろう

とする。消えるのは記憶だけ。それなら『物』でカグヤとの時間を残せばいいのだと、ソラはカメラ

で撮影したり、ノートに今日あった出来事を書いたりして記録を残していく。しかし2人の思い出を

残せば残すほど、これを見ても何も思い出せない未来の自分を想像して、悲しくなるソラ。ある

晩、綺麗なお月様が浮かぶ夜空をふたりで見ているカグヤとソラ。そしてカグヤは言う。「最近小

説で読んだ。『月が綺麗ですね』は、I love youになるらしい」突然の言葉に、驚くソラ。「たとえ僕

を忘れても、将来ソラが月を見て、この瞬間この感情だけは、きっと思い出せる」とカグヤ。2人は

宝物のような時間を過ごす。そしてカグヤが月へ帰る前日、2人の時間を引き裂くように、ドンドン

と扉を叩く音。敵がやってきたと慌てて隠れるふたり。そして扉を開けて入ってきたのは……。

第8話：＃逃避行

扉を開けて入ってきたのは、心美と美沙だった。春から状況を聞かされたふたりは、ソラ達を助け

に来たのだ。既に街中に上木の部下達による『マリモ捕獲作戦』が始まっており、この場所も時期

に見つかるだろうと。心美がスマホを開くと、＃マリモを探せというハッシュダグがトレンドに入って

いた。すると美紗がホームセンターで購入してきたという、水槽いっぱいのマリモを見せる。「私た

ちがこれで目くらまししてる間に、２人は逃げなさい」美咲はカグヤにウィッグを付けて、女性もの

服を着せ変身させる。「絶対似合うと思ったー！」変身したカグヤとソラは心美たちに見送られな

がら、ロッジから飛び出して行く。カグヤが月に戻るまで、あと2日。

第9話：＃月へ

カグヤ逃げるカグヤとソラを上木が追い詰める。激しい攻防戦の末、ふたりは上木の部下に取り

押さえられて、カグヤだけJAXAに連れて行かれる。カグヤと離ればなれになるソラ。ソラは自分



が普段研究に使っているグッズをリュックに詰めると、カグヤのためにJAXAの研究機関へ侵入

する。、そして上木を発見すると、丸腰で飛び掛かって行く。しかしそれを仲裁したのは、ソラの

母・春だった。そして春は「上木教授、本当は死にたいんじゃなく、かぐや姫にもう一度会いたい

んじゃないの？」と問いかける。そして春は上木にカグヤを解放するかわりに、交換条件を持ち

かける。「カグヤを解放し、あなたは彼と共に月へ帰る」

そんな事できるはずない！と食ってかかる上木に、春は「寝ている間に、生体検査をさせてもらっ

た。あなたの身体にはカグヤや月棲人と同じ細胞がある」驚く上木。そしてカグヤは解放される。

「かぐや姫は私の祖母だ。きっと、月であなたを待ってる」カグヤのその言葉を聞いて、涙を流す

上木。

第10話：＃記憶

月に帰る前日。見晴台のベンチで、発射予定のロケットを見ながら言葉を交わすソラとカグヤ。

「私決めた。将来宇宙飛行士になって、月に行く」そしてベンチに『月でカグヤと再会する』と油性

ペンで落書きするソラ。出発当日、カグヤはマリモになる前に、ふたりはファーストキスを交わし、

強く抱きしめ合う。「ソラのこと、絶対忘れない」「カグヤのこと、いつか絶対思い出すから」ソラが

顔を上げるとカグヤが泣いていた。それを見て、ソラも涙を流す。こうしてカグヤは月へ戻って行

く。

記憶を消されたソラに平凡な毎日が戻ってくる。しかし不思議と古典がスラスラ答えられている自

分、やりかけの夏休みの自由研究などから強い違和感を覚えるソラ。「何かを忘れている気がす

る、絶対に思い出す」と、研究者気質を発揮し、自分が残した証拠を元に記憶を辿ろうとする。そ

して春と共に、見晴台のベンチでロケット発射を見守るソラは、そこに書かれた『月へ行く、カグヤ

に会う』のメモを見て、何故か泣いている自分に気付く。

家に戻ると、一枚のノートに小説を書き始めるソラ。『竹取物語、その先のお話』

終わり
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◯
竹
藪
の
中
+
夜
. 

月
の
光
が
差
し
込
み
�
ほ
の
か
に
明
る
い
6 

ソ
ラ
Ｍ
�
私
は
�
理
解
で
き
な
か
h
た
� 

竹
の
中
に
そ
び
え
立
つ
一
本
の
樹
木
6 

そ
こ
に
寄
り
か
か
h
て
寝
て
い
る
前
園
ソ
ラ
6

+1
4

.
�

目
を
開
け
る
6 

ソ
ラ
Ｍ
�
な
ぜ
私
が
�
こ
こ
で
眠
h
て
い
た
の
か
� 

起
き
上
が
る
ソ
ラ
6 

 
 

◯
公
道
+
夜
. 

竹
藪
の
中
か
ら
公
道
に
出
て
く
る
ソ
ラ
6 

ソ
ラ
Ｍ
�
眠
る
前
は
�
何
を
し
て
い
た
の
か
� 

 
 

◯
バ
ス
停
+
夜
. 

路
上
に
転
が
る
�
蝉
の
死
体
6 

そ
れ
を
見
て
い
る
ソ
ラ
6 

ソ
ラ
Ｍ
�
夏
休
み
の
間
�
何
を
し
て
い
た
の
か
� 

 

◯
バ
ス
+
夜
. 

学
習
塾
の
前
で
バ
ス
が
停
ま
る
6 



 2 

子
ど
も
た
ち
が
乗
h
て
く
る
6 

座
h
て
い
る
ソ
ラ
�
ス
マ
ホ
を
見
る
6 

�8
/
3
1

�
と
ホ
p
ム
画
面
に
表
示
さ
れ
て
い
る
6 

ソ
ラ
Ｍ
�
ど
う
し
て
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
�
手
を 

つ
け
て
い
な
い
の
か
� 

 
 

◯
駅
前
+
夜
. 

駅
ホ
p
ム
へ
向
か
う
ソ
ラ
6 

駅
前
の
時
計
は
十
九
時
半
近
く
を
指
し
て
い
る
6 

ソ
ラ
Ｍ
�
残
り
�1

3

時
間
と2

4

分
で
�
私
が
満
足
に 

足
る
研
究
が
�
仕
上
が
る
の
か
� 

 
 

◯
駅
ホ
p
ム
+
夜
. 

電
車
が
ホ
p
ム
へ
入
る
6 

ソ
ラ
Ｍ
�
そ
し
て
私
は
� 

電
車
の
風
で
揺
れ
る
ソ
ラ
の
髪
6 

ソ
ラ
Ｍ
�
ど
う
し
て
も
�
理
解
で
き
な
か
h
た
� 

 
 

◯
電
車
+
夜
. 

ト
ン
ネ
ル
を
走
る
電
車
6 
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ま
ば
ら
に
座
h
て
い
る
乗
客
6 

ソ
ラ
Ｍ
�
ど
う
し
て
私
の
胸
が
�
こ
ん
な
に
も
早
く
� 

鼓
動
し
て
い
る
の
か
� 

ソ
ラ
の
手
�
ソ
ラ
の
胸
に
触
れ
て
い
る
6 

ソ
ラ
Ｍ
�
な
ぜ
涙
が
止
ま
ら
な
い
の
か
� 

人
目
を
気
に
せ
ず
号
泣
し
て
い
る
ソ
ラ
6 

電
車
が
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
6 

窓
か
ら
見
え
る
�
輝
く
満
月
6 

 
 

◯
タ
イ
ト
ル

�
ÿ

夏
の
月
! 

＃1
 

私
の
自
由
研
究
� 

 
 

◯
鹿
仙
中
学
校
・

3
-
A
 

笹
野
修
介
+3

5

.
�

理
科
の
テ
ス
ト
の
返
却
を

し
て
い
る
6 

笹
野
�
赤
点
は
夏
休
み
も
補
習
あ
る
か
ら
な
！ 

再

テ
ス
ト
受
か
ら
な
い
と
�
進
級
さ
せ
な
い
ぞ
� 

テ
ス
ト
を
受
け
取
り
席
に
戻
る
ソ
ラ
6
テ
ス
ト

に
は

1
0
0

点
と
書
か
れ
て
い
る
6 

ソ
ラ
�
後
ろ
の
席
の
中
松
心
美
+1

4

.
に
話
し

か
け
ら
れ
る
6 
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心
美
�
お
願
い
教
え
て
�
ウ
チ
を
助
け
て
� 

ソ
ラ
�
振
り
返
り
�
心
美
の
テ
ス
ト
を
見
よ
う

と
す
る
6 

テ
ス
ト
の
上
に
乗
せ
て
い
る
筆
箱
を
ず
ら
す
も
�

心
美
は
筆
箱
を
お
さ
え
る
6 

ソ
ラ
�
一
の
位
か
ら
� 

筆
箱
が
ず
れ
�
�

9

�
の
文
字
が
見
え
る
6 

心
美
�…

…

� 

ソ
ラ
�
で
は
�
十
の
位
も
� 

筆
箱
�
ズ
レ
る
も
十
の
位
は
な
か
h
た
6

9

点
6 

心
美
�
ご
指
導
�
お
願
い
し
ま
す
！
� 

ソ
ラ
�
顎
に
手
を
当
て
て
�
考
え
て
い
る
様
子
6 

心
美
�…

…

低
す
ぎ
て
�
引
い
て
る
？
� 

ソ
ラ
�
い
い
え
6
非
常
に
�
困
h
て
い
る
� 

心
美
�
？
� 

ソ
ラ
�
自
由
研
究
�
テ
p
マ
見
つ
か
h
て
な
い
の
� 

心
美
�
普
通
で
し
S
�
ま
だ
七
月
だ
よ
� 

ソ
ラ
�
案
出
し
�
手
伝
h
て
く
れ
た
ら
教
え
る
� 

心
美
�
ウ
チ
で
い
い
ん
だ
？
� 

ソ
ラ
�
心
美
の
理
論
を
超
越
し
た
�
自
由
な
発
想
が 
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必
要
な
の
� 

心
美
�
バ
カ
に
し
て
る
で
し
S
� 

 
 

◯
公
園 ソ

ラ
�
池
の
写
真
を
カ
メ
ラ
で
撮
h
て
い
る
6 

そ
の
傍
ら
の
ベ
ン
チ
で
�
心
美
が
座
h
て
い
る
6 

心
美
�
朝
顔
の
成
長
日
記
� 

ソ
ラ
�
幼
稚
す
ぎ
る
� 

心
美
�
セ
ミ
が
ビ
p
ビ
p
鳴
く
理
由
� 

ソ
ラ
�
オ
ス
が
メ
ス
を
呼
ん
で
る
か
ら
� 

心
美
�
へ
p
�
恋
し
て
ん
だ
�
あ
ん
な
キ
モ
い
の
に
� 

ソ
ラ
�
生
殖
活
動
6
生
物
の
本
能
に
す
ぎ
な
い
� 

心
美
�
つ
ま
ん
な
い
の…
…

て
か
そ
の
撮
影
�
夏
休 

み
も
続
け
る
の
？
� 

ソ
ラ
�
観
察
は
研
究
の
基
本
6
身
の
回
り
の
観
察
か 

ら
研
究
の
切
り
口
が
開
か
れ
る
6
例
え
ば
�
先
週

か
ら
鯉
の
泳
ぐ
ス
ピ
p
ド
が
上
が
h
て
い
る
6
な

ぜ
だ
ろ
う
6
と
か
� 

心
美
�
そ
れ
で
い
い
じ
�
ん
� 

ソ
ラ
�
小
さ
く
ま
と
ま
る
の
は
�
ナ
ン
セ
ン
ス
� 
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心
美
�
傍
に
置
い
て
あ
る
�
チ
�
�
ク
が
微
妙

に
開
い
た
ソ
ラ
の
リ
�
�
ク
を
見
る
6 

リ
�
�
ク
か
ら
ソ
ラ
の
テ
ス
ト
を
取
り
出
す
心

美
6
数
学
は

1
0
0

点
6 

ソ
ラ
�
中
学
生
最
後
の
自
由
研
究
だ
よ
？ 

あ
！
� 

ソ
ラ
�
心
美
が
テ
ス
ト
を
見
て
い
た
こ
と
に
気

づ
き
�
奪
お
う
と
す
る
6 

す
る
と
テ
ス
ト
は
ひ
ら
り
と
地
面
に
落
ち
る
6 

国
語
�
３
９
点
6
古
典
�
２
０
点 

心
美
�
う
ち
ら
仲
間
だ
�
赤
点
仲
間
� 

ソ
ラ
�
私
は…

…

古
典
だ
け
だ
し
� 

 
 

◯
前
園
家
・
寝
室 

仏
壇
の
写
真
に
前
園
賢
+3

5

.
が
写
h
て
い
る
6 

前
園
春
+3

8

.
�

静
か
に
手
を
合
わ
せ
て
い
る
6 

春
�…
…

� 

ソ
ラ
の
声
�
た
だ
い
マ
ン
ゴ
p
� 

心
美
の
声
�
お
邪
魔
し
マ
ン
モ
ス
p
� 

 
 

春
�
よ
し
と
息
を
つ
き
�
腰
を
上
げ
る
6 

春
�
お
か
え
り
ン
ゴ
ス
タ
p
� 



 7 

 
 

◯
同
・
リ
ビ
ン
グ 

広
く
て
北
欧
風
の
お
し
�
れ
空
間
6 

ソ
ラ
は
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
中
6 

地
学
の
勉
強
を
し
て
い
る
心
美
�
頬
を
テ
p
ブ

ル
に
つ
け
突
h
伏
し
て
い
る
6 

心
美
�
月
の
裏
側
が
見
え
な
い
理
由
h
て
何
？
� 

ソ
ラ
�
ま
ず
月
は
�3

8
万
キ
ロ
離
れ
た
地
球
の
ま
わ 

り
を
�
約2

7

日
で

1

周
し
て
い
る
の
ね
6 

 
 
 

月
は
回
り
な
が
ら
�
回
h
て
る
の
� 

心
美
�
ご
め
ん
�
ギ
ブ
か
も
� 

そ
こ
に
春
が
ス
p
ツ
ケ
p
ス
を
持
h
て
く
る
6 

心
美
�
ソ
ラ
マ
マ
�
行
く
ん
で
す
か
� 

春
�
う
ん
�
そ
ろ
そ
ろ
� 

春
�
棚
に
あ
る
透
明
の
小
物
入
れ
か
ら
�
ビ
p

玉
を
２
つ
取
り
�
テ
p
ブ
ル
に
置
く
6 

春
�
一
つ
を
中
央
に
置
き
地
球
に
見
立
て
�
も

う
一
つ
の
半
円
緑
で
半
円
透
明
の
ビ
p
玉
を
月

に
見
立
て
動
か
し
な
が
ら
説
明
す
る
6 

春
�
月
自
体
も
回
る
し
�
地
球
の
周
り
も
回
る
6
だ 
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か
ら
�
こ
う
い
う
風
に
� 

心
美
�
ほ
ん
と
だ
6
ず
h
と
見
え
な
い
6
流
石J

A
X
A
 

職
員
� 

ソ
ラ
は
心
美
と
春
を
無
視
し
�
顎
に
手
を
当
て
�

パ
ソ
コ
ン
に
険
し
い
顔
を
向
け
て
い
る
6 

心
美
�
ソ
ラ
�
お
母
さ
んJ

A
X
A

に
出
張
す
る
の
�
寂 

し
い
ん
だ
� 

ソ
ラ
�…

…

違
う
し
6
自
由
研
究
の
テ
p
マ
考
え
て 

る
だ
け
� 

春
�
相
変
わ
ら
ず
研
究
好
き
ね
え
6
感
心
感
心
6 

パ
パ
に
そ
h
く
り
� 

心
美
�
ソ
ラ
パ
パ
h
て
�
ロ
ケ
�
ト
開
発
者
だ
h
た 

ん
で
す
よ
ね
？
� 

春
�
そ
う
6
ま
た
の
名
を
研
究
オ
タ
ク
� 

心
美
�
ソ
ラ
じ
�
ん
� 

春
�
ん
？
と
リ
�
�
ク
か
ら
ソ
ラ
の
古
典
の
解

答
用
紙
を
取
り
出
す
6 

春
�
こ
h
ち
が
サ
�
パ
リ
な
の
も
同
じ
� 

ソ
ラ
�…

…

古
典
な
ん
か
�
な
ん
の
役
に
立
つ
の
？ 

 

理
解
に
苦
し
む
こ
と
�
多
す
ぎ
だ
し
� 
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春
�
例
え
ば
？
� 

ソ
ラ
�
誰
か
が
誰
か
に
�
恋
愛
感
情
を
抱
く
6
歌
を

作
h
た
り
�
楽
器
を
演
奏
し
た
り
す
る
6…

…

昔
の
人
は
�
頭
が
お
か
し
い
� 

春
�
恋
h
て
�
そ
う
い
う
も
の
よ
� 

ソ
ラ
�
そ
う
い
う
も
の
h
て
ど
う
い
う
も
の
？
� 

春
�
ソ
ラ
も
い
つ
か
分
か
る
日
が
p
p
� 

ソ
ラ
�…

…

+
首
を
か
し
げ
る

.
� 

春
�
し
ば
ら
く
来
な
い
か
6
じ
�
�
行
く
わ
� 

ソ
ラ
は
立
ち
上
が
り
�
春
を
見
る
6 

ソ
ラ
�…

…

ロ
ケ
�
ト
の
発
射
日
�
決
ま
h
た
ら
教 

え
て
� 

春
�
お
p
け
い
6
一
番
初
め
に
ソ
ラ
に
教
え
る
� 

ス
p
ツ
ケ
p
ス
を
引
い
て
出
発
す
る
春
6 

 

◯
同
・
屋
上
+
夜
. 

光
h
て
い
る
月
が
見
え
る
6 

ソ
ラ
�
望
遠
鏡
を
見
な
が
ら
�
�
天
体
観
察
ノ

p
ト
�
に
星
座
を
記
録
し
て
い
る
6 

ソ
ラ
が
望
遠
鏡
を
覗
く
と
�
緑
の
光
が
見
え
る
6 
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ソ
ラ
�
！
� 

ソ
ラ
�
目
を
離
し
�
肉
眼
で
空
を
見
る
6 

キ
ラ
リ
と
光
る
�
緑
色
の
流
れ
星
6 

そ
の
破
片
ら
し
き
も
の
が
�
近
く
の
竹
藪
に
墜

ち
て
ゆ
く
6
置
い
て
あ
h
た
バ
�
ク
パ
�
ク
を

背
負
う
と
�
駆
け
出
す
ソ
ラ
6 

 
 

◯
竹
藪
の
中
+
夜
. 

バ
�
ク
パ
�
ク
を
背
負
h
た
ソ
ラ
�
ラ
イ
ト
を

点
け
な
が
ら
早
歩
き
し
て
い
る
6 

す
る
と
緑
色
の
光
を
発
見
6 

ソ
ラ
�
ラ
イ
ト
を
消
し
�
ゆ
h
く
り
と
歩
く
6 

ソ
ラ
�
！
� 

折
れ
た
竹
の
筒
部
分
に
�
す
h
ぽ
り
と
ハ
マ
h

て
い
る
�
マ
リ
モ
の
よ
う
な
緑
の
球
体
6 

ソ
ラ
�
興
奮
気
味
に
ブ
ツ
ブ
ツ
と
独
り
言
6 

ソ
ラ
�
な
ん
だ
こ
れ…

…

緑
色
の
光
を
放
h
て
い
る

…
…

て
こ
と
は
つ
ま
り
�
放
射
性
物
質
の
可
能

性
が
あ
る
な
6
そ
ん
な
時
は
� 

ソ
ラ
�
リ
�
�
ク
か
ら
ÿJ

A
X
A

!
の
マ
p
ク
が
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つ
い
た
防
寒
用
断
熱
シ
p
ト
を
取
り
出
し
�
身

に
つ
け
る
6 

ソ
ラ
�
完
璧
� 

ソ
ラ
�
ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
る
と
�
虫
か
ご
と

ト
ン
グ
を
取
り
出
し
�
球
体
を
採
集
す
る
6 

 

◯
前
園
家
・
ソ
ラ
の
部
屋
+
夜
. 

科
学
本
やJ

A
X
A

の
ポ
ス
タ
p
な
ど
が
所
狭
し
と

置
い
て
あ
る
�
科
学
少
女
の
部
屋
6 

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
の
上
に
置
か
れ
た
緑
の
球
体
6 

そ
の
隣
で
ソ
ラ
�
パ
ソ
コ
ン
で
マ
リ
モ
の
写
真

を
調
べ
て
い
る
6 

ソ
ラ
�
マ
リ
モ
に
し
か
見
え
な
い
が…

当
然
マ
リ
モ 

で
は
�
な
い
6
竜
巻
に
巻
き
上
げ
ら
れ
た
マ
リ
モ

が
空
か
ら
降
h
て
き
た
？
そ
れ
と
も
マ
リ
モ
の
変

種
？
新
種
？
調
査
が
必
要
だ
な
� 

×

 
 
 

×

 
 
 

×
 

ソ
ラ
�
眠
い
目
を
擦
り
な
が
ら
顕
微
鏡
で
緑
の

球
体
を
観
察
し
�
ノ
p
ト
に
ス
ケ
�
チ
す
る
6 

ソ
ラ
�
も
し
か
し
て…

…

世
紀
の
大
発
見
� 
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×

 

×

 

×
 

朝
の
陽
の
光
が
ソ
ラ
を
差
し
て
い
る
6

ソ
ラ
�
目
を
覚
ま
す
6

緑
の
球
体
が
消
え
て
い
る
6

ソ
ラ
�
う
そ
�

◯
前
園
家
・
各
所

冷
蔵
庫
を
開
け
る
ソ
ラ
6

ソ
ラ
�
ど
こ
に
い
る
の
？
�

球
体
は
い
な
い
6

×

 

×

 

×
 

引
き
出
し
を
開
け
る
ソ
ラ
6

分
厚
い
本
や
図
鑑
が
入
h
て
い
る
6

×

 

×

 

×
 

ト
イ
レ
の
蓋
を
開
け
る
ソ
ラ
6

球
体
は
い
な
い
6

◯
前
園
家
・
リ
ビ
ン
グ

家
中
探
し
回
h
た
後
の
�
散
ら
か
h
た
部
屋
6

そ
こ
に
突
h
伏
し
て
い
る
ソ
ラ
6
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ソ
ラ
�
ど
こ
に
消
え
た
ん
だ
よ…

…

� 

心
美
か
ら
メ
p
ル
�
補
習
�
行
か
な
い
と
留
年

す
る
よ
� 

ソ
ラ
�…

…

げ
！
� 

ソ
ラ
�
立
ち
上
が
り
�
リ
�
�
ク
を
背
負
h
て

玄
関
へ
行
く
6 

高
い
と
こ
ろ
か
ら
落
ち
て
き
て
�
着
地
す
る
男

が
�
窓
か
ら
見
え
る
6
し
か
し
急
い
で
る
ソ
ラ

は
そ
れ
に
気
付
か
な
い
6 

 
 

◯
公
園 歩

く
ソ
ラ
�
止
ま
り
�
池
を
見
る
6 

ソ
ラ
�
あ
れ
？
� 

池
に
は
�
鯉
が
い
な
い
6 

ソ
ラ
�
ど
こ
行
h
た
？
� 

 
 

◯
公
園
の
違
う
場
所 

三
宅
美
沙
+2

9

.
�

犬
の
散
歩
中
6 

犬
�
池
の
向
こ
う
の
方
に
行
こ
う
と
す
る
6 

美
沙
�
？
� 
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池
の
向
こ
う
6 

鯉
が
集
ま
h
て
陸
地
の
方
を
見
て
い
る
6 

陸
地
で
は
�
髪
の
毛
と
右
腕
が
緑
で
全
裸
の
美

男
子
・
カ
グ
ヤ
+
？
.
が
�
あ
ぐ
ら
を
組
ん
で
�

セ
ミ
を
見
つ
め
て
い
る
6 

カ
グ
ヤ
を
見
て
�
ぎ
S
h
と
す
る
美
沙
6 

犬
に
話
し
か
け
る
6 

美
沙
�
何
あ
の
フ
y
ン
キ
p
な
イ
ケ
メ
ン
6
h
て
か

ち
�
ん
と
履
い
て
る…

…
よ
ね
？
� 

 
 

◯
鹿
仙
中
学
校
・
教
室 

持
田
麻
弥
+4

2

.
が
補
習
を
行
な
h
て
い
る
6

題
材
は
�
竹
取
物
語

�
6 

補
習
を
受
け
て
い
る
ソ
ラ
�
隠
れ
て
ス
マ
ホ
で

緑
の
球
体
の
写
真
を
見
て
い
る
6 

 
 

◯
前
園
家
・
玄
関
~
リ
ビ
ン
グ 

ソ
ラ
�
帰
宅
し
て
リ
ビ
ン
グ
に
向
か
お
う
と
す

る
も
止
ま
る
6 

物
音
が
二
階
か
ら
聞
こ
え
る
6 
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◯
同
・
階
段
~
二
階
廊
下 

ソ
ラ
�
フ
ラ
イ
パ
ン
を
持
h
て
ゆ
h
く
り
と
二

階
へ
上
が
る
6 

自
分
の
部
屋
を
チ
ラ
見
す
る
ソ
ラ
6 

誰
も
い
な
い
6 

母
親
・
春
の
部
屋
を
チ
ラ
見
す
る
ソ
ラ
6
誰
も

い
な
い
6 

ソ
ラ
�
気
の
せ
い
か
�
と
フ
ラ
イ
パ
ン
を
降
ろ

し
た
と
こ
ろ
�
屋
上
へ
の
階
段
か
ら
�
カ
グ
ヤ

が
降
り
て
く
る
6
全
裸
で
食
べ
か
け
の
り
ん
ご

を
手
に
し
て
い
て
�
そ
れ
が
ち
S
う
ど
股
間
を

隠
し
て
い
る
6 

ソ
ラ
�
ぎ
�
あ
あ
あ
あ
！
！
� 

す
h
転
ぶ
ソ
ラ
�
立
ち
上
が
り
�
廊
下
の
奥
に

逃
げ
る
6
ソ
ラ
�
フ
ラ
イ
パ
ン
を
構
え
� 

ソ
ラ
�
な
ん
で
も
あ
げ
ま
す
！
� 

ソ
ラ
を
じ
h
と
見
つ
め
る
カ
グ
ヤ
6 

ソ
ラ
�
銀
行
の
カ
p
ド
�
そ
こ
の…

…

棚
に
� 

カ
グ
ヤ
�
開
い
た
ソ
ラ
の
部
屋
か
ら
顕
微
鏡
を
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掴
み
�
不
思
議
そ
う
に
眺
め
る
6 

ソ
ラ
�
そ
れ
だ
け
は
ダ
メ
！
� 

カ
グ
ヤ
�
顕
微
鏡
を
置
く
6 

ソ
ラ

�
+

少
し
ホ
�
と
す
る

.
� 

カ
グ
ヤ
�
廊
下
に
置
い
て
あ
る
望
遠
鏡
を
手
に

取
り
�
不
思
議
そ
う
に
眺
め
る
6 

ソ
ラ
�
そ
れ
も
ダ
メ
！
� 

カ
グ
ヤ
�
望
遠
鏡
を
置
く
6 

カ
グ
ヤ
�
ソ
ラ
に
ゆ
h
く
り
と
近
づ
く
6 

ソ
ラ
�
お
母
さ
ん…

…

+
泣
く

.
� 

カ
グ
ヤ
�
ソ
ラ
が
泣
い
て
い
る
こ
と
に
気
付
く

と
�
そ
の
場
で
座
る
6 

カ
グ
ヤ
�
％
＃
+
謎
の
言
語

.
� 

ソ
ラ
�…

…

え
？
� 

カ
グ
ヤ
�
リ
ン
ゴ
を
手
で
握
り
つ
ぶ
す
6 

ソ
ラ

�
+

び
び
る
.
！
� 

カ
グ
ヤ
�
り
ん
ご
の
一
部
を
ソ
ラ
に
差
し
出
す
6 

ソ
ラ
�…

…

� 

カ
グ
ヤ
�
％
※
＃
％
+
謎
の
言
語

.
� 

ソ
ラ
�…

…

あ
！
� 
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ソ
ラ
�
向
こ
う
に
指
を
差
し
�
カ
グ
ヤ
は
そ
h

ち
を
向
く
6 

そ
の
隙
に
ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
の
横
を
ダ
�
シ
�
で

通
る
6 

階
段
を
駆
け
降
り
る
ソ
ラ
6 

ソ
ラ
�
！
� 

ソ
ラ
の
足
�
踏
み
外
し
て
い
る
6 

ふ
わ
り
と
宙
に
浮
く
�
ソ
ラ
の
身
体
6 

カ
グ
ヤ
�
！
� 

カ
グ
ヤ
�
階
段
の
壁
を
走
る
6 

ソ
ラ
の
身
体
を
空
中
で
抱
き
と
め
�
そ
の
ま
ま

一
緒
に
落
下
6 

カ
グ
ヤ
の
身
体
が
下
に
な
h
て
床
に
叩
き
つ
け

ら
れ
る
6 

ソ
ラ
・
カ
グ
ヤ
�…

…

� 

カ
グ
ヤ
�
ソ
ラ
を
自
分
の
上
か
ら
降
ろ
す
6 

逃
げ
よ
う
と
す
る
ソ
ラ
だ
が
�
止
ま
り
�
カ
グ

ヤ
を
振
り
返
る
6 

背
中
を
痛
が
h
て
い
る
カ
グ
ヤ
6 

ソ
ラ
�…

…

守
h
て
く
れ
た
の
？
� 
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カ
グ
ヤ
�…

…

＃
＄
+
謎
の
言
語

.
� 

ソ
ラ
�
慌
て
て
湿
布
を
取
h
て
�
戻
h
て
く
る
6 

カ
グ
ヤ
か
ら
距
離
を
保
h
て
投
げ
る
ソ
ラ
6 

カ
グ
ヤ
�
そ
れ
を
取
る
も
�
使
い
方
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
様
子
6 

ソ
ラ
�
テ
p
プ
�
は
が
し
て
� 

カ
グ
ヤ
�…

…

+
言
わ
れ
て
も
分
か
ら
ず

.
� 

ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
に
近
づ
き
�
カ
グ
ヤ
の
背
中
に

湿
布
を
貼
る
6 

そ
し
て
ソ
ラ
�
ま
た
カ
グ
ヤ
か
ら
す
ぐ
離
れ
る
6 

カ
グ
ヤ
�
背
中
を
触
h
て
�
湿
布
を
不
思
議
に

思
h
て
い
る
様
子
6 

カ
グ
ヤ
�
先
ほ
ど
潰
し
た
り
ん
ご
を
発
見
6 

カ
グ
ヤ
と
共
に
床
に
落
ち
て
い
た
の
だ
6 

カ
グ
ヤ
�
潰
し
た
リ
ン
ゴ
を
さ
ら
に
二
つ
に
割

り
�
片
方
を
ソ
ラ
に
差
し
出
す
6 

ソ
ラ
�…

…

� 

ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
に
ゆ
h
く
り
と
近
づ
き
�
そ
h

と
受
け
取
る
6 

カ
グ
ヤ
�
に
h
こ
り
し
て
�
リ
ン
ゴ
を
食
べ
る
6 
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ソ
ラ
�
口
に
入
れ
よ
う
と
す
る
が
�
止
ま
る
6 

ソ
ラ
�
服
着
て
！
� 

 
 

◯
同
・
リ
ビ
ン
グ 

ス
ウ
³
�
ト
を
着
て
い
る
カ
グ
ヤ
�
椅
子
に
姿

勢
正
し
く
座
h
て
い
る
6 

離
れ
た
と
こ
ろ
に
立
h
て
い
る
ソ
ラ
6 

ソ
ラ
�
悪
意
が
な
い
の
は
�
分
か
り
ま
し
た…

6
で
� 

あ
な
た
は
何
者
で
�
ど
こ
か
ら
来
た
ん
で
す
か
？ 

な
ん
で
そ
の…

…

全
裸
な
ん
で
す
か
ね
� 

カ
グ
ヤ
�
理
解
で
き
て
い
な
い
様
子
6 

ソ
ラ
�
キ
�
ン
ユ
p
ス
ピ
p
ク
イ
ン
グ
リ
�
シ
�
？
� 

カ
グ
ヤ
�…

…

� 

カ
グ
ヤ
�
棚
の
上
が
気
に
な
h
て
い
る
様
子
6 

ソ
ラ
�…

…

� 

ソ
ラ
�
固
定
電
話
の
受
話
器
を
取
り
�

1
1
0

の

番
号
を
押
す
6 

ソ
ラ
�
隣
を
見
る
と
カ
グ
ヤ
が
立
h
て
い
る
6 

ソ
ラ
�
驚
い
て
退
く
6 

ソ
ラ
�
な
な
な
何
で
す
か
！ 

離
れ
て
！
� 
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カ
グ
ヤ
�
ソ
ラ
に
緑
色
の
ビ
p
玉
を
見
せ
る
6 

ソ
ラ
�…

…

� 

カ
グ
ヤ
�
ビ
p
玉
を
指
差
し
た
後
�
自
分
を
指

差
す
6 

ソ
ラ
�
あ…

…

昨
日
の…

…

� 

×

 
 
 

×

 
 
 

×

+
ソ
ラ
の
イ
メ
p
ジ
. 

地
球
に
向
か
h
て
緑
の
光
が
通
過
す
る
6 

そ
れ
は
竹
藪
に
落
下
6 

竹
藪
の
中
で
光
を
放
つ
緑
の
球
体 

×

 
 
 

×

 
 
 

×
 

カ
グ
ヤ
の
持
つ
�
緑
の
ビ
p
玉
6 

ソ
ラ
�
ち
S
h
と
待
h
て
！
� 

ソ
ラ
�
二
階
へ
駆
け
上
が
る
6 

カ
グ
ヤ
�…

…

� 

す
ぐ
降
り
て
く
る
ソ
ラ
�
天
体
が
描
か
れ
た
ポ

ス
タ
p
を
持
h
て
く
る
6 

ソ
ラ
�
つ
ま
り
あ
な
た
�
宇
宙
か
ら
来
た
の
！
？
� 

 
 

ソ
ラ
�
ポ
ス
タ
p
の
図
と
�
地
面
を
指
す
6 

ソ
ラ
�
こ
こ
！ 

こ
れ
！ 

地
球
！
� 

カ
グ
ヤ
も
ソ
ラ
と
同
じ
場
所
を
指
す
6 
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カ
グ
ヤ
�
あ
h
と
ソ
ラ
を
見
る
6 

ソ
ラ
�
分
か
h
た
！
？ 

+
カ
グ
ヤ
を
指
差
し
.
あ 

な
た
は
？
� 

カ
グ
ヤ
�
ポ
ス
タ
p
の
月
と
�
自
分
を
指
差
す
6 

ソ
ラ
�
月
！
？
� 

ソ
ラ
�
月
を
指
差
す
6 

ソ
ラ
�
月
か
ら
来
た
ん
だ
6
ち
S
h
と
待
h
て
！
� 

ま
た
ソ
ラ
�
二
階
へ
駆
け
る
6 

カ
グ
ヤ
�…

…

� 

カ
グ
ヤ
�
椅
子
に
座
る
6 

ソ
ラ
�
ノ
p
ト
と
カ
メ
ラ
を
持
h
て
す
ぐ
戻
る
6 

ソ
ラ
�
カ
メ
ラ
で
カ
グ
ヤ
を
撮
る
6 

カ
グ
ヤ
�
！
？
� 

カ
メ
ラ
音
に
ビ
ビ
h
た
カ
グ
ヤ
�
椅
子
と
共
に

倒
れ
て
し
ま
う
6 

ソ
ラ
�
宇
宙
人
さ
ん
� 

ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
を
見
下
ろ
す
形
で
立
ち
�
ニ
コ

ニ
コ
笑
顔
で
話
し
か
け
る
6 

ソ
ラ
�
私
�
あ
な
た
を
�
研
究
し
尽
く
し
た
い
� 

よ
く
分
か
h
て
い
な
い
様
子
の
カ
グ
ヤ
6 
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◯
ノ
p
ト
表
紙 

表
紙
の
文
字
�

T
H
E
 
R
E
S
E
A
R
C
H
 
O
F
 
T
H
E
 
M
O
O
N
 

A
L
I
E
N

�
と
あ
る
6 

�C
O
N
F
I
D
E
N
T
I
A
L

�
と
赤
字
で
書
き
加
え
ら
れ
る
6 

 
 

◯
前
園
家
・
リ
ビ
ン
グ 

カ
グ
ヤ
�
体
温
計
を
白
衣
姿
の
ソ
ラ
に
渡
す
6 

ソ
ラ
�
な
る
ほ
ど
� 

ソ
ラ
�
ノ
p
ト
に
�
恒
温
動
物
�
と
書
き
足
す
6 

×

 
 
 

×

 
 
 

×
 

フ
ラ
イ
パ
ン
で
調
理
し
て
い
る
ソ
ラ
6 

肉
�
魚
�
野
菜
な
ど
�
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
の
料

理
が
置
い
て
あ
る
6 

ど
れ
も
手
で
掴
み
�
食
べ
て
い
る
カ
グ
ヤ
6 

×

 
 
 

×

 
 
 

×
 

食
後
で
眠
そ
う
な
カ
グ
ヤ
�
座
h
て
う
と
う
と

し
て
い
る
6 

ソ
ラ
�
ノ
p
ト
に
�
雑
食
�
と
書
き
足
す
6 

ソ
ラ
�
人
間
み
た
い
ね
� 
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す
る
と
�
発
光
す
る
6 

ソ
ラ
�
！
� 

ソ
ラ
�
気
付
く
と
カ
グ
ヤ
が
消
え
て
い
た
6 

ソ
ラ
�
椅
子
の
座
面
を
見
る
と
�
カ
グ
ヤ
が
緑

の
球
体
の
姿
に
な
h
て
い
た
6 

ソ
ラ

�
+

興
奮
.
ほ
Ô
Ô
Ô
Ô
！…

…

前
言
撤
回
� 
 
 

ソ
ラ
�
ノ
p
ト
に
�
肉
体
は
形
状
変
化
可
能
�

と
書
く
6 

 
 

◯
同
・
庭
+
朝
. 

カ
グ
ヤ
�
庭
で
あ
ぐ
ら
を
組
ん
で
�
睡
蓮
の
花

を
見
て
い
る
6 

隣
に
来
る
ソ
ラ
6 

ソ
ラ
�
何
し
て
る
の
� 

カ
グ
ヤ
�
睡
蓮
の
花
を
指
差
し
て
�
考
え
な
が

ら
言
葉
を
発
す
る
6 

カ
グ
ヤ
�
お…

…

か
し
� 

ソ
ラ
�
ん
？ 

ん
？
� 

カ
グ
ヤ
�
お
か…

…

し
� 

ソ
ラ
�
お
菓
子
？
� 
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カ
グ
ヤ
�
お
�
か
�
し
� 

ソ
ラ
�
こ
れ
は
�
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
� 

カ
グ
ヤ
�
睡
蓮
に
意
識
を
戻
し
�
薄
く
笑
み
を

浮
か
べ
る
6 

ソ
ラ
�…

…

� 

×

 
 
 

×

 
 
 

×
 

ソ
ラ
�
ノ
p
ト
に
�
�
自
然
か
ら
も
エ
ネ
ル
ギ

p
を
得
て
い
る
？
�
と
書
く
6 

 
 

◯
公
園 ノ

p
ト
を
持
ち
�
カ
メ
ラ
を
首
に
さ
げ
た
ソ
ラ
�

カ
グ
ヤ
を
動
画
撮
影
中
6 

カ
グ
ヤ
�
花
を
優
し
く
触
る
6 

す
る
と
ソ
ラ
�
池
の
音
に
気
付
く
6 

大
量
の
鯉
�
カ
グ
ヤ
の
方
を
向
い
て
口
を
パ
ク

パ
ク
さ
せ
て
い
る
6 

ソ
ラ
�…

…

繋
が
h
た
� 

×

 
 
 

×

 
 
 

×
 

ノ
p
ト
�
�
鯉
の
活
性
化
�
と
�
月
星
人
�
の

文
字
が
�
矢
印
で
結
ば
れ
る
6 
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◯
前
園
家
・
リ
ビ
ン
グ 

ソ
ラ
�
パ
ソ
コ
ン
で
春
と
リ
モ
p
ト
で
話
し
て

い
る
6 

ソ
ラ
�
プ
ロ
ジ
³
ク
ト
�
ど
う
？
� 

春
�
順
調
6
見
る
？
� 

ソ
ラ
�
い
い
の
！
？
� 

春
�
国
家
機
密
よ
� 

パ
ソ
コ
ン
画
面
�
宇
宙
ロ
ケ
�
ト
が
映
る
6 

ソ
ラ
�
す
ご
い
！ 

大
き
い
！
� 

春
�
ソ
ラ
は
ど
う
？
� 

ソ
ラ
�
あ
�
研
究
テ
p
マ
決
ま
h
た
� 

春
�
ど
ん
な
分
野
？
� 

ソ
ラ
�
う
p
ん
と
ね
� 

春
�
地
学
？ 

生
物
？ 

そ
れ
と
も
物
理
？
� 

ソ
ラ
�
言
わ
な
い
� 

春
�
言
い
な
さ
い
よ
� 

ソ
ラ
�
こ
h
ち
は
地
球
規
模
の
ト
�
プ
シ
p
ク
レ
� 

ト
扱
h
て
る
か
ら
� 

春
�
ま
た
変
な
こ
と
始
め
た
ん
じ
�
な
い
の
� 
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す
る
と
カ
グ
ヤ
�
二
階
か
ら
降
り
て
く
る
6 

カ
グ
ヤ
�
ソ
ラ
の
パ
ソ
コ
ン
が
気
に
な
り
�
カ

メ
ラ
の
画
角
に
入
ろ
う
と
す
る
6 

ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
が
映
ら
な
い
よ
う
に
自
分
の
体

で
ガ
p
ド
す
る
6 

春
�
あ
�
そ
う
だ
�
今
度
美
沙
く
る
か
ら
�
よ
ろ
し 

く
ね
6
美
味
し
い
マ
ン
ゴ
p
�
持
h
て
き
て
く
れ 

る
h
て
� 

ソ
ラ
�
画
面
を
オ
フ
に
す
る
6 

ソ
ラ
�
分
か
h
た
！
� 

×

 
 
 

×

 
 
 

×
 

カ
グ
ヤ
�
座
h
て
い
る
6 

ソ
ラ
�
研
究
ノ
p
ト
を
書
き
な
が
ら
話
す
6 

ソ
ラ
�
映
h
ち
�
ダ
メ
6
お
母
さ
ん
�J

A
X
A

な
の
6 

J
A
X
A

h
て
プ
ロ
の
研
究
機
関
な
の
6
あ
な
た
の
存 

在
が
知
ら
れ
た
ら
ど
う
な
る
と
思
う
？ 

女
子
中 

学
生
の
ア
マ
チ
�
ア
研
究
者
か
ら
�
研
究
対
象
は 

取
り
上
げ
ら
れ
ち
�
う
の
� 

カ
グ
ヤ
�…

…

+
意
味
が
分
か
h
て
い
な
い

.
� 

す
る
と
イ
ン
タ
p
ホ
ン
が
鳴
る
6 
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◯
同
・
外 

ソ
ラ
�
出
て
く
る
と
�
心
美
が
い
る
6 

ソ
ラ
�
ご
め
ん
心
美
�
今
忙
し
く
て
� 

心
美
�
補
習
は
？ 

先
生
め
h
ち
�
オ
コ
だ
h
た
よ
� 

ソ
ラ
�…

…
� 

心
美
�
マ
ジ
で
進
級
で
き
な
い
よ
6
い
い
の
？
� 

 
 

◯
鹿
仙
中
学
・
面
談
室 

ソ
ラ
�
笹
野
と
麻
弥
に
指
導
さ
れ
て
い
る
6 

笹
野
�
な
�
な
ん
て
？
� 

ソ
ラ
�
補
習
に
行
け
な
い
の
は
�
地
球
の
歴
史
を
一 

変
さ
せ
る
研
究
を
し
て
い
る
か
ら
で
す
� 

笹
野
�
研
究
h
て
�
な
ん
だ
� 

ソ
ラ
�
言
え
ま
せ
ん
6
そ
う
易
々
と
他
人
に
は
6
な 

ん
せ
�
地
球
の
歴
史
を
一
変
さ
せ
る
の
で
� 

笹
野
�
だ
か
ら
�
さ
h
き
か
ら
な
ん
な
ん
だ
そ
れ
は
� 

麻
弥
�
今
の
子
で
�
熱
を
も
h
て
や
り
た
い
こ
と
が 

あ
る
h
て
い
う
の
は
�
素
晴
ら
し
い
こ
と
に
思
え 

ま
す
よ
？ 

私
は
� 
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笹
野
�
持
田
先
生
� 

麻
弥
�
こ
れ
ま
で
の
欠
席
は
�
多
め
に
見
て
あ
げ
て
� 

テ
ス
ト
六
割
で
�
ク
リ
ア
�
と
い
う
こ
と
に
し
ま 

せ
ん
か
� 

笹
野
�…

…

担
任
と
し
て
は
甘
や
か
し
た
く
は
な
い 

が
�
持
田
先
生
に
免
じ
て…

…

２
学
期
は
し
h
か 

り
や
る
ん
だ
ぞ
� 

笹
野
�
麻
弥
�
話
が
終
わ
り
�
立
ち
上
が
る
6 

ソ
ラ
�
あ
の
� 

笹
野
・
麻
弥

�
+

止
ま
り
.
？
� 

ソ
ラ
�
四
割
に
し
て
欲
し
い
で
す
� 

 
 

◯
同
・
カ
フ
³
テ
リ
ア 

ソ
ラ
�
昼
食
を
食
べ
て
い
る
6 

心
美
�
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
6 

心
美
�
や
ば
い
じ
�
ん
そ
れ
� 

ソ
ラ
�
明
日
か
ら
補
習
の
後
�
一
緒
に
勉
強
し
よ
？
� 

心
美
�
ご
め
ん
！ 

西
中
の
河
合
く
ん
と
�
明
明
後 

日
�
デ
p
ト
で
き
る
こ
と
に
な
h
て
� 

ソ
ラ
�
デ
p
ト
？
� 
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心
美
�
明
日
美
容
院
行
h
て
p
�
明
後
日
服
買
う
の
� 

心
美
�
ソ
ラ
に
ス
マ
ホ
の
画
面
を
見
せ
る
6 

ア
パ
レ
ル
の
サ
イ
ト
6 

心
美
�
ね
1
ね
1
�
ど
h
ち
が
良
い
？
� 

ソ
ラ
�
ス
ト
�
プ
6
心
美
も
進
級
�
危
な
い
は
ず
� 

心
美
�…

…
ま
4
�
な
ん
と
か
す
る
� 

ソ
ラ
�
勉
強
す
る
方
が
�
心
美
の
メ
リ
�
ト
は
大
き 

い
6
合
理
的
に
考
え
て
� 

心
美
�…

…

考
え
て
�
ら
ん
な
く
な
い
？ 

こ
う
い 

う
時
h
て
さ
� 

ソ
ラ
�
な
ぜ
� 

心
美
�
ソ
ラ
に
は
ま
だ
早
い
か
~
� 

ソ
ラ
�
心
美
�
馬
鹿
に
し
て
る
ね
� 

 

◯
同
・
教
室 

麻
弥
の
補
習
を
受
け
て
い
る
ソ
ラ
6 

ソ
ラ
�
頬
杖
つ
い
て
ぼ
p
h
と
聞
い
て
い
る
6 

麻
弥
�
は
い
前
園
さ
ん
6
次
の
文
章
� 

ソ
ラ

�
+

辿
々
し
く
.
を
か
し
き
こ
と
に
も
あ
る
か 

な
6
も
つ
と
も
え
知
ら
ざ
り
つ
る
� 
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麻
弥
�
こ
の
�
を
か
し
き
事
h
て
ど
う
い
う
意
味
か 

分
か
る
？
� 

ソ
ラ
�…

…

面
白
い
�
こ
と
� 

麻
弥
�
正
解
� 

ソ
ラ
�
あ
h
て
た
� 

麻
弥
�
で
も
こ
の
お
か
し
と
い
う
言
葉
に
は
�
他
に 

も
意
味
が
あ
り
ま
す
� 

ソ
ラ
�…

…

� 

麻
弥
�
例
え
ば
�
綺
麗
6
お
か
し
き
髪
は
�
綺
麗
な 

髪
�
と
い
う
わ
け
で
す
� 

ソ
ラ
�…

…

+
呟
き
.
お
か
し
� 

麻
弥
�
他
に
も
�
趣
が
あ
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま 

す
6
季
節
の
自
然
を
見
て
感
動
し
た
時
に
使
い
ま 

す
� 

ソ
ラ
�…

…

� 

×

 
 
 

×

 
 
 

×

+
ソ
ラ
の
フ
ラ
�
シ
�
. 

前
園
家
の
庭
の
睡
蓮
の
花
6 

×

 
 
 

×

 
 
 

×
 

ソ
ラ
�
手
を
挙
げ
て
い
る
6 

麻
弥
�
は
い
� 
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ソ
ラ
�
例
え
ば
�
お
花
を
見
た
と
き
に
�
お
か
し
� 

は
使
い
ま
す
か
？
� 

 
 

◯
道 

走
る
ソ
ラ
6 

ソ
ラ
�
お
か
し
！ 

お
か
し
！
� 

 
 

◯
前
園
家
・
リ
ビ
ン
グ 

ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
に
古
典
の
教
科
書
を
見
せ
る
6 

カ
グ
ヤ
受
け
取
り
�
開
く
6 

カ
グ
ヤ
�
急
に
立
ち
上
が
る
6 

ソ
ラ
�…

…

� 

カ
グ
ヤ
�
い
ま
は
�
む
か
し
� 

ソ
ラ
�
そ
う
�
合
h
て
る
� 

カ
グ
ヤ
�
た
け
と
り
の
お
き
な
と
い
ふ
も
の
�
あ
り 

け
り
� 

ソ
ラ
�…

…

そ
う
！ 

す
ご
い
！
� 

カ
グ
ヤ
�
ペ
p
ジ
を
ぱ
ら
ぱ
ら
と
め
く
り
�
凝

視
し
て
い
る
6 

カ
グ
ヤ
�…

…

か
ぐ
や
� 



 32 

ソ
ラ
�
か
ぐ
や
姫
�
分
か
る
の
！
？
� 

カ
グ
ヤ
�
自
分
を
指
差
す
6 

カ
グ
ヤ
�
カ
グ
ヤ
� 

 
 

◯
同
・
ソ
ラ
の
部
屋 

ソ
ラ
�
パ
ソ
コ
ン
で
サ
イ
ト
を
開
い
て
い
る
6

古
語
の
欄
と
現
代
語
の
欄
が
あ
る
6 

ソ
ラ
�
お
か
し
� 

ソ
ラ
�
そ
う
言
う
と
�
パ
ソ
コ
ン
が
音
声
を
認

識
し
�
現
代
語
の
欄
に
�
趣
が
あ
る
�
と
出
る
6 

ソ
ラ
�
よ
し
� 

ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
の
方
を
向
き
直
る
6 

ソ
ラ
�
か
ぐ
や
姫
の
こ
と
�
知
h
て
る
の
？
� 

カ
グ
ヤ
�
パ
ソ
コ
ン
を
見
る
6 

カ
グ
ヤ
�
わ
が
い
ち
も
ん
� 

ソ
ラ
�
パ
ソ
コ
ン
を
見
る
6 

ソ
ラ
�
家
族
� 

カ
グ
ヤ
�
お
み
な
� 

ソ
ラ
�
パ
ソ
コ
ン
を
見
る
6 

ソ
ラ
�
お
ば
あ
ち
�
ん
！
？
� 
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カ
グ
ヤ
�
ぶ
ん
ぶ
つ
を
�
広
め
き
� 

パ
ソ
コ
ン
画
面
�
�
文
化
を
広
め
た
�
と
出
る
6 

ソ
ラ
�
文
化
を
�
広
め
た
� 

窓
の
外
を
見
る
カ
グ
ヤ
6 

 
 

◯
宇
宙
の
映
像 

光
る
月
6 

ソ
ラ
の
声
�
僕
た
ち
月
の
王
族
は
�
そ
の
文
化
を
学 

ぶ
こ
と
が
�
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
� 

 
 

◯
宇
宙
船 

窓
か
ら
宇
宙
が
見
え
る
小
さ
い
乗
り
物
6 

緑
の
球
体
状
態
の
カ
グ
ヤ
�
無
重
力
の
船
内
を

ぼ
ん
ぼ
ん
と
バ
ウ
ン
ド
し
て
い
る
6 

ソ
ラ
の
声
�
一
人
前
の
指
導
者
に
な
る
た
め
に
�
地 

球
に
異
文
化
研
究
を
し
に
行
く
こ
と
が
�
僕
の
課 

題
に
な
h
た
� 

 
 

◯
宇
宙 透

明
な
カ
プ
セ
ル
に
入
h
た
球
体
状
態
の
カ
グ
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ヤ
が
宇
宙
船
か
ら
ポ
ン
h
と
出
て
く
る
6 

ソ
ラ
の
声
�
ち
な
み
に
�
名
前
は
カ
グ
ヤ
� 

 
 

◯
前
園
家
・
ソ
ラ
の
部
屋 

パ
ソ
コ
ン
画
面
を
読
む
ソ
ラ
6 

ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
と
�
呼
ん
で
欲
し
い
� 

カ
グ
ヤ
�
頷
く
6 

ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
ね
6
私
�
ソ
ラ
� 

カ
グ
ヤ
�
ソ…

…

ラ
� 

ソ
ラ
�
そ
う
�
ソ
ラ
� 

カ
グ
ヤ
�
ソ
ラ
� 

ソ
ラ
�
そ
う
！ 

ソ
ラ
！
� 

×

 
 
 

×

 
 
 

×
 

ソ
ラ
�
研
究
ノ
p
ト
に
書
き
込
ん
で
い
る
6 

カ
グ
ヤ
�
パ
ソ
コ
ン
と
新
聞
�
辞
書
�
国
語
の

教
科
書
な
ど
を
置
き
�
見
て
い
る
6
国
語
の
勉

強
を
し
て
い
る
の
だ
6 

 
 

◯
同
・
リ
ビ
ン
グ
+
日
替
わ
り
. 

ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
�
パ
ス
タ
を
食
べ
て
い
る
6 
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ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
に
指
さ
し
を
し
な
が
ら
単
語
を

教
え
て
い
る
6 

ソ
ラ
�
パ
ス
タ
� 

カ
グ
ヤ
�
パ
ス
タ
� 

ソ
ラ
�
ス
p
プ
� 

カ
グ
ヤ
�
ス
p
プ
� 

カ
グ
ヤ
�
ス
p
プ
を
飲
む
6 

カ
グ
ヤ

�
+

ス
p
プ
を
指
差
し
.
う
ま
し
� 

 
 ◯

同
・
ソ
ラ
の
部
屋
+
日
替
わ
り
. 

カ
グ
ヤ
�
勉
強
し
て
い
る
6 

ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
を
見
な
が
ら
ノ
p
ト
に
書
い
て

い
る
6
カ
グ
ヤ
の
ス
ケ
�
チ
だ
6 

×

 
 
 

×

 
 
 

×
 

ノ
p
ト
に
よ
だ
れ
を
垂
ら
し
て
寝
て
い
る
ソ
ラ
6

カ
グ
ヤ
は
勉
強
し
て
い
る
が
�
眠
そ
う
で
う
と

う
と
6 

カ
グ
ヤ
�
発
光
し
て
�
緑
の
球
体
状
態
に
戻
る
6 

穏
や
か
な
陽
の
光
が
二
人
を
さ
す
6 

×

 
 
 

×

 
 
 

×
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夜
に
な
h
て
い
る
6 

ス
マ
ホ
が
鳴
り
�
ソ
ラ
�
起
き
る
6 

カ
グ
ヤ
は
い
な
い
6 

ス
マ
ホ
画
面
�
�
お
母
さ
ん
�
の
文
字
6 

ソ
ラ
�
応
答
す
る
6 

春
の
声
�
ソ
ラ
！
！
� 

叫
ば
れ
た
ソ
ラ
�
思
わ
ず
ス
マ
ホ
を
離
す
6 

春
の
声
�
先
生
か
ら
�
補
習
に
来
て
な
い
h
て
聞
い 

た
け
ど
� 

ソ
ラ
�…

…

は
い
� 

ソ
ラ
�
よ
だ
れ
で
自
分
が
書
い
た
ス
ケ
�
チ
が

汚
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
�
テ
o
�
シ
�
を

取
り
出
す
6 

春
の
声
�
得
意
な
こ
と
を
す
る
に
は
ね
�
苦
手
な
こ 

と
も
し
な
い
と
い
け
な
い
の
6
お
母
さ
ん
も
昔
そ 

う
だ
h
た
6
優
秀
な
科
学
者
開
発
者
は
�
全
員
が 

通
h
て
き
た
道
� 

ソ
ラ
�
テ
o
�
シ
�
で
ノ
p
ト
を
拭
く
6 

ソ
ラ
�…

…

は
い
� 

春
の
声
�
も
し
進
級
で
き
な
か
h
た
ら
�
誕
生
日
に 
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あ
げ
た
望
遠
鏡
�
没
収
し
ま
す
� 

ソ
ラ
�…

…

え
待
h
て
� 

春
の
声
�
図
鑑
も
ポ
ス
タ
p
も
ビ
p
カ
p
も
顕
微
鏡 

も
�
全
て
没
収
6
燃
や
し
ま
す
� 

ソ
ラ
�…

…

燃
や
す
h
て
� 

春
の
声
�
お
母
さ
ん
は
�
本
気
で
す
� 

 

◯
同
・
屋
上 

月
を
見
て
い
る
カ
グ
ヤ
6 

ソ
ラ
�
来
る
6 

カ
グ
ヤ
�
昼
間
に
寝
て
し
ま
h
た
6
今
夜
は
寝
れ
そ 

う
に
な
い
な
� 

ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
�
日
本
語
�
上
達
早
す
ぎ
る
6
ま
だ 

二
日
な
の
に
� 

カ
グ
ヤ
�
地
球
人
は
脳
細
胞
の
使
い
方
が
雑
な
ん
だ
6 

も
h
と
有
効
利
用
で
き
る
の
に
� 

ソ
ラ
�
私
月
で
産
ま
れ
た
か
h
た
� 

カ
グ
ヤ
�
し
か
し
地
球
に
だ
h
て
�
素
晴
ら
し
い
文 

化
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
6
歌
や
�
物
語
が
� 

ソ
ラ
�
私
の
好
き
な
�
分
野
じ
�
な
い
� 
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カ
グ
ヤ

�
+

夜
空
を
見
て
.…

…

あ
れ
が
僕
の
星
か
� 

ソ
ラ
�
昔
の
人
�
月
を
見
て
も
�
お
か
し
と
思
h
て 

そ
う
� 

カ
グ
ヤ
�
僕
は
今
思
う
6
月
�
い
と
お
か
し
� 

ソ
ラ
�
い
と
h
て
�
ど
う
い
う
意
味
？
� 

カ
グ
ヤ
�
い
と
は
�
と
て
も
�
す
ご
く
な
ど
�
程
度 

を
表
す
意
味
� 

ソ
ラ
�
な
る
ほ
ど…

…
� 

カ
グ
ヤ
�
僕
今
�
良
く
な
い
日
本
語
を
使
用
し
た
？
� 

ソ
ラ
�
来
て
� 

 

◯
同
・
ソ
ラ
の
部
屋
+
夜
. 

ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
に
古
典
の
教
科
書
を
見
せ
る
6 

カ
グ
ヤ
�
僕
が
�
君
に
？
� 

ソ
ラ
�
お
願
い
カ
グ
ヤ
�
絶
体
絶
命
な
の
� 

カ
グ
ヤ
�
ぜ
h
た
い
�
ぜ
つ
め
い
� 

ソ
ラ
�
私
�
勉
強
し
な
い
と…

…

生
命
に
危
機
が
訪 

れ
る
の
� 

カ
グ
ヤ
�
そ
れ
は
大
変
だ
� 

ソ
ラ
�
大
変
な
の
� 
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カ
グ
ヤ
�
僕
に
で
き
る
こ
と
な
ら
�
な
ん
で
も
し
よ 

う
6…

…

そ
の
か
わ
り
� 

ソ
ラ
�
？
� 

カ
グ
ヤ
�
僕
も
地
球
人
を
研
究
し
た
い
� 

×
 
 
 

×

 
 
 

×
 

カ
グ
ヤ
�
ソ
ラ
に
古
典
を
教
え
て
い
る
6 

ソ
ラ
�
ノ
p
ト
に
書
い
て
単
語
を
覚
え
て
い
る

様
子
6 

ソ
ラ
�
こ
こ
は
ど
う
い
う
こ
と
？ 

あ
る
い
は
笛
を 

吹
き
�
あ
る
い
は
歌
を
う
た
ひ
�
の
と
こ
ろ
� 

カ
グ
ヤ
�
か
ぐ
や
姫
に
恋
を
し
た
当
時
の
貴
族
が
� 

恋
の
気
持
ち
か
ら
�
楽
器
を
演
奏
し
た
り
�
歌
を 

歌
h
た
ん
だ
� 

ソ
ラ
�
そ
れ
は
�
理
解
可
能
� 

カ
グ
ヤ
�
ど
こ
が
分
か
ら
な
い
の
？
� 

ソ
ラ
�
大
き
な
音
を
出
し
て
�
か
ぐ
や
姫
に
自
分
の 

居
場
所
を
知
ら
せ
た
か
h
た
？ 

セ
ミ
み
た
い
に
� 

カ
グ
ヤ
�
違
う
よ
� 

ソ
ラ
�
じ
�
あ
ど
う
し
て
？
� 

カ
グ
ヤ
�
言
葉
で
分
か
ら
な
い
感
情
の
湧
き
上
が
り 
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が
�
彼
ら
を
そ
う
さ
せ
た
� 

ソ
ラ
�
感
情
の
湧
き
上
が
り
� 

カ
グ
ヤ
�
感
情
に
理
由
は
な
い
6
想
い
を
伝
え
た
い
� 

吐
き
出
し
た
い
6
体
が
先
に
反
応
す
る
ん
だ
� 

ソ
ラ
�
例
え
ば
� 

カ
グ
ヤ
�
胸
の
鼓
動
が
激
し
く
な
h
た
り
�
涙
が
流 

れ
た
り
� 

ソ
ラ
�
理
屈
で
理
解
で
き
な
い
� 

カ
グ
ヤ
�
だ
か
ら
こ
そ
�
魅
力
的
な
の
さ
� 

ソ
ラ
�
い
い
え
6
魅
力
的
な
も
の
h
て
い
う
の
は
ね
� 

理
屈
が
は
h
き
り
し
て
い
る
も
の
な
の
� 

カ
グ
ヤ
�
君
に
は
感
受
性
が
足
り
な
い
か
も
� 

ソ
ラ
�
人
間
み
た
い
な
こ
と
言
わ
な
い
で
6
宇
宙
人 

の
く
せ
に
� 

カ
グ
ヤ
�
僕
ら
の
方
が
�
人
間
よ
り
情
緒
が
な
い
と 

は
限
ら
な
い
� 

ソ
ラ
�…

…

飛
ば
す
6
恋
愛
に
関
す
る
部
分
は
� 

 
 

◯
同
・
リ
ビ
ン
グ
~
庭
+
朝
.
+
日
替
わ
り
. 

雨
が
降
h
て
い
る
6 
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二
階
か
ら
降
り
て
き
た
ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
が
庭
で

う
ず
く
ま
h
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
6 

ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
？
� 

ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
の
隣
に
座
る
6 

カ
グ
ヤ
�
泣
い
て
い
る
6 

ソ
ラ
�…

…
具
合
�
悪
い
の
？
� 

カ
グ
ヤ
�
違
う
� 

カ
グ
ヤ
�
指
差
す
6 

そ
の
先
�
枯
れ
た
睡
蓮
の
花
6 

ソ
ラ
�…

…

お
花
が
�
ど
う
し
た
の
？
� 

カ
グ
ヤ
�
枯
れ
た
？
� 

ソ
ラ
�
枯
れ
て
�
ど
う
し
た
の
？
� 

カ
グ
ヤ
�
悲
し
い
� 

ソ
ラ
�
お
花
を
売
h
て
る
場
所
に
行
け
ば
�
代
わ
り 

が
あ
る
よ
� 

カ
グ
ヤ
�
そ
れ
で
も
こ
の
花
は
�
戻
ら
な
い
� 

ソ
ラ
�…

…

花
は
い
つ
か
枯
れ
る
6
形
あ
る
も
の
は 

い
つ
か
必
ず
滅
び
る
6
そ
れ
が
宇
宙
の
基
本
原
理
� 

カ
グ
ヤ
�
そ
れ
は
知
h
て
る
6
で
も
僕
は
�
枯
れ
た 

こ
と
が
悲
し
い
ん
じ
�
な
い
6
花
と
過
ご
す
時
間 
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が
終
わ
h
て
し
ま
h
た
こ
と
が
悲
し
い
ん
だ
� 

ソ
ラ
�…

…

ど
う
い
う
意
味
？
� 

カ
グ
ヤ
�
時
間
は
常
に
流
れ
続
け
�
全
て
の
も
の
を 

一
箇
所
に
と
ど
め
て
お
い
て
は
く
れ
な
い
6
い
つ 

ま
で
も
一
緒
に
と
願
h
て
も
宇
宙
は
そ
れ
を
許
し 

て
く
れ
な
い
6
だ
か
ら
心
が
大
事
な
ん
だ
6
一
緒 

に
い
ら
れ
た
時
間
を
�
そ
の
一
瞬
を
�
心
は
と
ど 

め
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
か
ら
� 

ソ
ラ
�…

…

カ
グ
ヤ
の
言
h
て
る
こ
と
�
よ
く
分
か 

ん
な
い
� 

カ
グ
ヤ
�
そ
れ
に
�
悲
し
い
と
感
じ
る
の
は
�
そ
の 

花
を
愛
し
て
い
た
か
ら
� 

ソ
ラ
�
合
理
的
に
考
え
て
�
数
�
月
で
消
え
て
し
ま 

う
も
の
を
好
き
に
な
ら
な
い
方
が
�
人
間
の
精
神 

に
は
�
良
い
よ
� 

カ
グ
ヤ
�
逆
だ
よ
6
一
瞬
で
消
え
て
し
ま
う
も
の
に 

対
し
て
さ
え
愛
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
ら
�
人 

間
は
芸
術
を
生
み
出
し
�
刹
那
を
愛
し
く
感
じ
る 

ん
だ
� 

ソ
ラ
�…

…

� 
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◯
鹿
仙
中
学
・
教
室 

古
典
の
テ
ス
ト
を
受
け
て
い
る
ソ
ラ
6 

 
◯
同
・
廊
下 

ソ
ラ
�
心
美
�
歩
い
て
い
る
6 

心
美
�
イ
³
p
イ
！ 

う
ち
ら
�
や
h
た
ね
� 

ソ
ラ
�
心
美
�
ど
う
や
h
て
勉
強
し
た
の
？
� 

心
美
�
大
和
に
マ
ン
ツ
p
マ
ン
で
教
え
て
も
ら
h
た
� 

ソ
ラ
�
大
和
� 

心
美
�
あ
�
西
中
の
河
合
く
ん
の
こ
と
6
ソ
ラ
は
？
� 

 

心
美
�
ソ
ラ
の
手
に
あ
る
テ
ス
ト
用
紙
を
見 

る
67

0

点
だ
6 

心
美
�
点
数
取
れ
て
る
じ
�
ん
！
� 

ソ
ラ
�
問
い
に
答
え
る
だ
け
な
ら
簡
単
6
だ
け
ど
そ 

の
答
え
が
腑
に
落
ち
る
か
ど
う
か
h
て
言
h
た
ら
�

ぜ
ん
ぜ
ん
理
解
不
能
だ
h
た
� 

心
美
�
急
に
哲
学
モ
p
ド
？
で
も
よ
か
h
た
6
明
日 

か
ら
が
本
当
の
夏
休
み
か
� 

ソ
ラ
�
う
ん
� 
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心
美
�
？
+
元
気
が
な
い
ソ
ラ
を
少
し
気
に
掛
け
.
� 

 
 

◯
道 

傘
を
さ
し
歩
い
て
い
る
ソ
ラ
�
心
美
6 

ソ
ラ
�
道
を
そ
れ
る
6 

心
美
�
あ
れ
？
� 

ソ
ラ
�
ご
め
ん
�
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
� 

心
美
�
？
� 

 
 

◯
花
屋 ソ

ラ
�
花
屋
の
店
員
に
話
し
か
け
て
い
る
様
子
6 

睡
蓮
の
花
の
商
品
を
手
に
取
る
ソ
ラ
6 

 
 

◯
前
園
家
・
庭 

カ
グ
ヤ
�
ぼ
p
h
と
庭
を
眺
め
て
い
る
6 

す
る
と
ソ
ラ
が
来
る
6 

ソ
ラ
�
た
だ
い
ま
� 

ソ
ラ
�
袋
か
ら
睡
蓮
の
花
の
植
木
鉢
を
出
す
6 

ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
に
渡
す
6 

 
 

花
に
わ
あ
h
と
表
情
を
輝
か
せ
る
カ
グ
ヤ
6 
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カ
グ
ヤ
�
こ
れ
�
僕
に
？
� 

ソ
ラ
�
そ
う
� 

カ
グ
ヤ
�
受
け
取
り
�
庭
に
置
く
6 

そ
し
て
カ
グ
ヤ
�
ソ
ラ
を
ゆ
h
く
り
と
ハ
グ
6 

ソ
ラ
�
！
� 

カ
グ
ヤ
�
あ
り
が
と
う
� 

ソ
ラ
�
離
そ
う
と
す
る
が
�
離
れ
な
い
6 

カ
グ
ヤ
�
本
当
に
�
あ
り
が
と
う
� 

ソ
ラ
�…

…

痛
い
� 

強
く
ハ
グ
し
て
い
た
カ
グ
ヤ
�
離
れ
る
6 

カ
グ
ヤ
�
申
し
訳
な
い
！ 

湿
布
は
必
要
か
？
� 

ソ
ラ
�
い
ら
な
い
� 

カ
グ
ヤ
�
深
く
�
感
謝
す
る
� 

ソ
ラ
�
代
わ
り
の
花
は
意
味
な
い
ん
じ
�
な
い
の
？
� 

カ
グ
ヤ
�
だ
h
て
僕
の
た
め
に
く
れ
た
ん
だ
ろ
う
？ 

こ
の
花
は
ソ
ラ
が
買
h
て
き
て
く
れ
た
6
ソ
ラ
の 

気
持
ち
が
こ
の
花
を
包
ん
で
る
6
そ
れ
が
嬉
し
い
� 

ソ
ラ
�
言
h
て
る
こ
と
�
矛
盾
し
て
る
� 

カ
グ
ヤ
�
ソ
ラ
の
そ
の
気
持
ち
だ
け
で
�
僕
は
嬉
し 

い
ん
だ
� 
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ソ
ラ
�…

…

� 

 
 

◯
同
・
ソ
ラ
の
部
屋
+
夜
. 

球
体
状
態
の
カ
グ
ヤ
が
机
上
に
あ
る
6 

研
究
ノ
p
ト
を
書
い
て
い
る
ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
を

見
る
6
ソ
ラ
�
カ
グ
ヤ
を
つ
つ
く
6 

ソ
ラ
�
悲
し
か
h
た
り
�
嬉
し
か
h
た
り…

…

理
解 

に
�
苦
し
む
� 

ソ
ラ
の
ス
マ
ホ
に
着
信
6 

ス
マ
ホ
画
面
に
は
�
心
美
�
と
あ
る
6

 
 

 

◯
河
川
敷
+
夜
. 

ソ
ラ
と
心
美
が
座
h
て
い
る
6 

心
美
�
気
を
悪
く
さ
せ
て
た
ら
�
嫌
だ
な
と
思
h
て
� 

ソ
ラ
�
何
が
？
� 

心
美
�
ウ
チ
か
ら
勉
強
し
た
い
h
て
言
h
た
の
に
� 

デ
p
ト
優
先
さ
せ
た
で
し
S
？
� 

ソ
ラ
�…

…

あ
あ
� 

心
美
�
今
日
�
い
つ
も
よ
り
�
元
気
な
か
h
た
し
� 

ソ
ラ
�
全
く
�
気
に
し
て
い
な
い
� 
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心
美
�
ほ
ん
と
？
� 

ソ
ラ
�
本
当
� 

ソ
ラ
�
立
ち
上
が
h
て
�
高
架
下
の
花
の
傍
に 

座
る
6 

心
美
�
ソ
ラ
を
追
う
6 

ソ
ラ
�
今
日
�
人
生
で
初
め
て
�
お
花
を
買
h
た
の
� 

心
美
�
お
花
？
� 

ソ
ラ
�
う
ん
6
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
に
� 

心
美
�…

…

誰
に
！
？
� 

ソ
ラ
�…

…

よ
く
�
分
か
ら
な
い
存
在
� 

心
美
�
男
の
人
？
� 

ソ
ラ
�
男
と
い
う
よ
り…

…

オ
ス
� 

心
美
�
男
の
人
じ
�
ん
！
� 

ソ
ラ
�
今
私
は
�
非
常
に
�
困
h
て
い
る
� 

ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
る
心
美
6 

ソ
ラ
�
そ
の
存
在
の
行
動
�
言
葉
�
謎
が
多
す
ぎ
る
6 

研
究
し
が
い
は
�
あ
る
け
ど
� 

心
美
�
お
め
で
と
う
� 

ソ
ラ
�
？
� 

心
美
�
恋
だ
6
初
め
て
�
好
き
な
人
が
で
き
た
ん
だ
� 
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ソ
ラ
�
い
い
え
6
そ
れ
は
違
う
� 

心
美
�
恋
を
し
た
こ
と
が
な
い
の
に
�
ど
う
し
て
違 

う
h
て
分
か
る
の
？
� 

ソ
ラ
�…

…

� 
心
美
�
は
い
�
論
破
� 

ソ
ラ
�…

…
歌
を
詠
ん
だ
り
�
楽
器
を
演
奏
し
た
り 

は
�
し
な
い
� 

心
美
�
そ
れ
は
昔
の
話
6
あ
の
ね
6
恋
を
す
る
と
と 

た
ん
に
相
手
の
す
べ
て
が
µ
？
¶
に
な
る
ん
だ
よ
� 

ソ
ラ
�
ハ
テ
ナ
？
ど
う
い
う
こ
と
？
� 

心
美
�
い
ま
何
を
考
え
て
る
？ 

何
を
見
て
る
？ 

 

な
ぜ
笑
h
て
る
の
？ 

友
達
と
ど
ん
な
会
話
し
て 

る
の
？ 

今
日
な
に
食
べ
た
の
？ 

あ
た
し
の
こ 

と
ど
う
思
h
て
る
？ 

こ
ん
な
こ
と
聞
い
ち
�
う 

あ
た
し
の
こ
と
重
い
？
h
て
�
ど
ん
ど
ん
µ
？
¶ 

ば
か
り
増
え
て
い
く
� 

ソ
ラ
�
私
は
た
だ…

…

知
ら
な
い
こ
と
を
�
知
り
た 

い
だ
け
な
ん
だ
け
ど
� 

立
ち
上
が
る
ソ
ラ
�
帰
ろ
う
と
す
る
6 

ソ
ラ
�
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
�
理
解
し
た
い
だ
け
� 
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◯
前
園
家
・
玄
関
+
日
替
わ
り
.
+
朝
. 

美
沙
が
い
る
6 

美
沙
�
ソ
ラ
p
？ 

久
し
ぶ
り
p
� 

イ
ン
タ
p
ホ
ン
を
押
す
美
沙
�
反
応
は
な
い
6 

 
 

◯
同
・
ソ
ラ
の
部
屋
+
朝
. 

寝
て
い
る
ソ
ラ
6 

 
 

◯
同
・
庭
+
朝
. 

カ
グ
ヤ
�
庭
で
ソ
ラ
か
ら
も
ら
h
た
睡
蓮
の
花

を
見
て
い
る
6 

美
沙
の
声
�
す
み
ま
せ
p
ん
� 

カ
グ
ヤ
�
美
沙
が
外
か
ら
見
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
6 

 
 

◯
同
・
リ
ビ
ン
グ
+
朝
. 

マ
ン
ゴ
p
を
食
べ
て
い
る
カ
グ
ヤ
と
美
沙
6 

美
沙
�
ソ
ラ
と
は
�
何
歳
離
れ
て
る
の
？
� 

カ
グ
ヤ
�…

…

三
歳
�
く
ら
い
だ
� 
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美
沙
�
く
ら
い
？
� 

カ
グ
ヤ
�
い
や
�
三
歳
だ
6
そ
し
て
妹
は
疲
れ
て
い 

る
6
昨
日
遅
く
に
帰
h
て
き
た
よ
う
だ
か
ら
� 

美
沙
�
ふ
p
ん
6
優
し
い
お
兄
ち
�
ん
ね
� 

カ
グ
ヤ
�
あ
り
が
と
う
6
君
は
�
ソ
ラ
の
学
校
の
友 

人
か
？
� 

美
沙
�
そ
ん
な
若
く
見
え
る
？
� 

カ
グ
ヤ
�
先
生
か
� 

美
沙
�
叔
母
さ
ん
� 

カ
グ
ヤ
�
家
族
� 

美
沙
�
そ
う
6
だ
か
ら
あ
な
た
が
お
兄
ち
�
ん
じ
� 

な
い
こ
と
も
�
分
か
る
� 

カ
グ
ヤ
�…

…

� 

カ
グ
ヤ
�
立
h
て
頭
を
下
げ
る
6 

カ
グ
ヤ
�
申
し
訳
な
い
6
誰
か
に
会
h
た
ら
兄
だ
と 

偽
れ
6
そ
う
命
ぜ
ら
れ
て
� 

美
沙
�
全
然
許
す
6
格
好
い
い
か
ら
� 

カ
グ
ヤ
�
良
か
h
た
6
あ
り
が
と
う
� 

美
沙
�
ソ
ラ
と
は
付
き
合
h
て
ど
れ
く
ら
い
な
の
？
� 

カ
グ
ヤ
�
付
き
合
h
て
な
い
� 
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美
沙
�
い
い
か
ら
6
本
当
の
こ
と
言
い
な
さ
い
� 

カ
グ
ヤ
�
本
当
の
こ
と
� 

美
沙
�
怒
ら
な
い
か
ら
� 

カ
グ
ヤ
�…

…

僕
は
�
月
か
ら
来
た
ん
だ
� 

 

◯
同
・
ソ
ラ
の
部
屋
+
朝
. 

 
 

寝
返
り
を
打
h
て
い
る
ソ
ラ
6 

 

◯
同
・
リ
ビ
ン
グ
+
朝
. 

向
き
合
h
て
い
る
�
カ
グ
ヤ
と
美
沙
6 

美
沙
�
か
ぐ
や
姫
の
末
裔
ね
1
� 

カ
グ
ヤ
�
あ
ま
り
�
言
わ
な
い
で
く
れ
6
ソ
ラ
が
嫌 

が
る
� 

美
沙
�
で
も
�
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
な
6
竹
取
物
語
� 

ち
�
ん
と
読
ん
だ
？
� 

カ
グ
ヤ
�
あ
あ
�
読
ん
だ
� 

美
沙
�
か
ぐ
や
姫
は
�
記
憶
を
消
さ
れ
て
月
に
帰
る 

わ
け
だ
か
ら
�
あ
な
た
が
地
球
の
文
化
を
知
h
て 

い
る
わ
け
が
な
い
の
� 

カ
グ
ヤ
�
そ
の
通
り
6
竹
取
物
語
に
は
�
嘘
が
あ
る
� 
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美
沙
�…

…

� 

カ
グ
ヤ
�
天
の
羽
衣
を
着
る
6
そ
の
時
消
え
る
の
は
� 

我
々
の
記
憶
で
は
な
い
� 

美
沙
�
誰
？
� 

カ
グ
ヤ
�
こ
の
星
の
人
々
の
�
僕
に
関
す
る
記
憶
6 

僕
と
出
会
h
た
記
憶
�
僕
が
い
た
と
い
う
証
拠
� 

全
て
が
消
え
る
� 

美
沙
�
じ
�
あ
カ
グ
ヤ
君
の
こ
と
�
私
た
ち
は
�
い

つ
忘
れ
る
の
？
� 

カ
グ
ヤ
�
こ
の
星
の
暦
だ
と…

…
八
月
三
十
一
日
6 

僕
が
�
月
へ
帰
る
日
� 

美
沙
�…

…

+
笑
う

.
� 

カ
グ
ヤ
�
何
が
お
か
し
い
� 

美
沙
�
私
�
あ
な
た
を
見
た
こ
と
が
あ
る
6
公
園
で
6 

多
分
�
映
画
の
撮
影
中
か
な
� 

カ
グ
ヤ
�
撮
影
？
� 

美
沙
�
そ
う
い
う
役
作
り
な
ん
で
し
S
？

 

で
も
そ 

の
映
画
�
絶
対
当
た
ら
な
そ
う
� 

美
沙
�
立
h
て
自
分
と
カ
グ
ヤ
の
分
の
食
器
を

洗
い
場
に
持
h
て
い
く
6 
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美
沙
�
今
の
時
代
�
格
好
い
い
だ
け
じ
�
売
れ
な
い 

よ
？ 

し
な
い
と
だ
�
演
技
の
練
習
� 

カ
グ
ヤ
�…

…

そ
う
い
う
わ
け
で
は
� 

美
沙
�
あ
� 

美
沙
�
名
刺
入
れ
を
取
り
出
し
�
名
刺
を
カ
グ

ヤ
に
渡
す
6
ヘ
ア
サ
ロ
ン
の
名
刺
6 

美
沙
�
撮
影
終
わ
h
た
ら
�
黒
に
戻
し
に
お
い
で
� 

カ
グ
ヤ
�
受
け
取
る
6 

美
沙
�
姪
h
子
の
恋
人
割
り
�
適
用
し
て
あ
げ
る
� 

カ
グ
ヤ
�
だ
か
ら
�
恋
人
で
は…

…
� 

階
段
を
降
り
る
音
6 

カ
グ
ヤ

�
+

そ
れ
に
反
応
し
て
.
！
� 

ソ
ラ
�
降
り
て
き
て
�
カ
グ
ヤ
と
美
沙
が
い
る

こ
と
に
気
が
つ
く
6 

美
沙
�
久
し
ぶ
り
~
� 

ソ
ラ
�…

…

お
ば
さ
ん
� 

 

◯
種
子
島
空
港 

一
台
の
オ
ス
プ
レ
イ
が
着
陸
6 

 
 

中
か
ら
黒
ス
p
ツ
の
上
木
ス
テ
o
p
ブ
ン
五
郎 
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+3
6

.
が
降
り
立
つ
6

春
�
お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た
6
上
木
教
授
�

上
木
�…

…

飛
来
物
の
資
料
は
�

春
�
は
い
�
こ
ち
ら
に
�

春
�
手
元
の
資
料
を
渡
す
6
風
が
強
く
�
紙
が

は
た
め
い
て
よ
く
読
め
な
い
6

 
 

し
か
し
一
瞬
だ
け
�
宇
宙
か
ら
飛
来
す
る
物
体

+
カ
グ
ヤ
.
の
衛
星
写
真
が
見
え
る
6

+
一
話

終
わ
り
.




